
　フォントを選ぶとき、日本語が含まれているフォントと含まれていないフォントを見ることがあると思います。
その２つは、フォントが違うのはもちろんなのですが、書体の大きな分類から異なっています。書体の分類はどう
分かれているのか、どこが違っているのかを見てみましょう。
　今回のコラムでは、前回のコラムで文字に関する用語として紹介した「書体」をより掘り下げて紹介します。

書体の分類

　書体は大きく2種類に分けること
ができます。1つは「和文書体」もう
1つは「欧文書体」です。
　用語から意味がなんとなくわか
る方もいるのではないでしょうか。
簡単に言ってしまえば、和文書体
は日本語の書体、欧文書体はアル
ファベットの書体です。

そのほか、UD書体や教科書体 など

など

など

書体

和文書体

明朝体

ヒラギノ明朝 リュウミン

ゴシック体

游ゴシック 小塚ゴシック

そのほか、イタリック体 など

など

など

欧文書体

セリフ体

Garamond Didot

サンセリフ体

Helvetica Futura和文書体

　日本語書体のこと。日本語の文
章で必要な、ひらがな、カタカナ、
漢字が含まれています。
　和文書体をさらに分類すること
ができ、代表的なものとして明朝
体やゴシック体があります。

欧文書体

　アルファベットの書体のこと。アルファベットの大文字・小文字が含まれています。
　日本語の文章の中で英語の単語や数字が含まれている際に、アルファベットと数字のみ欧文書体に変更したりする
など、和文書体と組み合わせて使用することもあります。
欧文書体もさらに分類することができ、代表的なものとしてセリフ体（ローマン体）やサンセリフ体があります。
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文字の設計の違い

和文書体の文字の設計

　和文書体の文字は、正方形の枠
の中に収まる形でデザインされて
います。ひらがな、カタカナ、漢字
の全てが正方形の枠に入るように
なっています。全角アルファベット
も同様です。

　和文書体の正方形の枠のことを
「仮想ボディ」といいます。
　活版印刷の活字そのものの大き
さである「ボディ」のサイズを同じ
で、活字以外ではボディの実体が
ないため、仮想として設定されて
いるボディを仮想ボディと呼んで
います。

　基準の枠が正方形のため、縦向きにも横向きにも違和感なく並べることができます。（一部のフォントは横組用の
ひらがなが設定されているものもあります）
　デザインソフトなどで設定する文字サイズは、仮想ボディの大きさです。

　書体は、文字の間（字間）をあけずに並べた（ベタ組）ときでも、隣同士の文字が接しないように、仮想ボディに対
して少し小さめにデザインされます。
　文字の形（字形）の部分を「字面」、字面が収まる枠のことを「字面枠」（レターフェイス）といいます。

和文書体の文字の設計

い
字い 仮想ボディ

デジタル書体 活字

字面枠

字面

ボディ字
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欧文書体の文字の設計

　欧文書体は、和文書体と異なり、文字ごとに異なる幅でデザインされています。（高さは一定です）
　その文字の字面に適した仮想ボディの幅（セット幅）が設定されており、Wが1番広い幅、iが1番狭い幅になってい
ます。欧文書体は、5本の線を基準にしてデザインされています。

欧文書体の文字の設計

HVAfpxo
HVAfpxo

1. アセンダーライン

2. キャップライン

3. ミーンライン

4. ベースライン

5. ディセンダーライン

10. セット幅

11. サイドベアリング

6. エックスハイト

7. アセンダー

8. ディセンダー

9. キャップハイト

1. アセンダーライン 文字の上端の基準になるライン。
ミーンラインより上に突き出している小文字（b,d,f,h,k,l）の基準になる。

2. キャップライン 大文字の上端の基準になるライン。

3. ミーンライン 多くの小文字の上端の基準になるライン。小文字のxの上端のライン。

4. ベースライン 欧文書体の基準となるライン。大文字は基本的に下端がこのラインに揃う。
書体によってボディに対するベースラインの位置が違う。

5. ディセンダーライン 文字の下端の基準になるライン。
ベースラインよりも下に突き出ている小文字（g,j,p,q,y）の基準になる。

7. アセンダー 小文字のエックスハイトより上に出ている部分。

8. ディセンダー 小文字のエックスハイトより下に出ている部分。

9. キャップハイト 大文字の基準になる高さの１つ。ベースラインからキャップラインまでの高さ。
大文字の高さに相当する。

10.セット幅 文字の横幅。字面の左右に余白をとることが多い。

11. サイドベアリング 字面の左右にとる余白。

6. エックスハイト 小文字の基準となる高さの１つ。ベースラインからミーンラインまでの高さ。
小文字のxの高さに相当し、ほとんどの小文字がこの高さを基準にデザインされている。
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まとめ

和文書体：日本語書体のこと

欧文書体：アルファベットの書体のこと

和文書体の設計：正方形の枠を基準にして設計

欧文書体の設計①：5 つの線を基準にして設計

欧文書体の設計②：文字ごとに異なる幅で設計

●

●

●

●

●

記事・資料制作｜株式会社SMC-POWER
本資料の再配布、資料を加工した転載や配布、販売は禁止させていただきます。
利用で発生した障害や事故などに関していかなる保証も行いません。

（https://smc-power.jp/）
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